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定
時
総
会
に
先
立
ち
、
午
後
１
時

30
分
か
ら
恒
例
の
記
念
講
演
が
開
催

さ
れ
る
。
講
師
は
仙
台
大
学
客
員
教

授
の
伊
達
宗
弘
氏
で
、
演
題
は
「
文

化
人
と
し
て
の
伊
達
政
宗
」。

　

宗
弘
氏
は
伊
達
家
一
門
登
米
伊
達

家
の
当
主
。
宮
城
県
職
員
と
し
て
文

化
振
興
課
長
、
政
策
調
整
監
、
宮
城

県
図
書
館
長
・
顧
問
な
ど
を
歴
任
。

主
に
文
化
政
策
面
で
活
躍
さ
れ
た
。

　

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
は
「
宮
城
県
に

お
け
る
音
楽
文
化
の
向
上
と
、
子
供

た
ち
の
情
操
教
育
の
一
端
を
担
う
」

こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
55
年
か
ら
ピ

　

現
在
は
、日
本
文
藝
家
協
会
会
員
、

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
、
歴
史
時
代

作
家
ク
ラ
ブ
会
員
で
『
み
ち
の
く
の

和
歌
、
遥
か
な
り
』『
武
将
歌
人
、
伊

達
政
宗
』
な
ど
多
数
の
著
書
が
あ
る
。

　

今
年
は
伊
達
政
宗
生
誕
４
５
０

年
。
戦
う
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
政
宗
で

は
あ
る
が
、手
紙
、和
歌
、記
録
か
ら
、

語
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
文
化
人
と

し
て
の
政
宗
を
紹
介
し
て
も
ら
う
。

ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
続
け
ら

れ
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
芸
術
祭
事

業
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。　
　

　

近
年
の
県
内
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
人
口

の
増
加
傾
向
を
踏
ま
え
、
今
回
か
ら

「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

追
加
。
２
部
門
の
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

と
し
て
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
部
門
が
加
わ
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
児
童
・
生

徒
の
幅
広
い
人
材
育
成
の
環
境
が
整

う
と
と
も
に
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
多
様

性
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　

日
程
と
会
場
は
ピ
ア
ノ
部
門
と
共

に
、
予
選
が
平
成
30
年
２
月
18
日
、

本
選
が
３
月
18
日
、
会
場
は
日
立
シ

ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台
と
な
る
。

　

平
成
29
年
度
の
事
業
計
画
（
第
６

面
）
で
は
、
当
協
会
を
は
じ
め
７
団

体
共
催
に
よ
る
第
54
回
宮
城
県
芸
術

祭
は
、
９
月
17
日
の
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
受
賞
者
に
よ
る
ガ
ラ
コ
ン

サ
ー
ト
を
皮
切
り
に
開
催
さ
れ
る
。

　

今
年
度
か
ら
芸
術
祭
で
は
、
年
度

ご
と
に
テ
ー
マ
性
を
も
た
せ
て
事
業

展
開
を
図
る
観
点
か
ら
、
初
の
試
み

と
し
て
統
一
テ
ー
マ
に
「
結
い
」
を

設
け
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
各
部

門
間
に
お
け
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
積
極
展
開
す
る
こ
と
で
、
芸

術
祭
の
魅
力
を
高
め
、
県
民
が
芸
術

を
身
近
に
感
じ
、
親
し
み
を
も
っ
て

鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
当
協
会
の
活
動
へ
の
理
解
と
関

心
を
醸
成
す
る
た
め
の
情
報
発
信
の

強
化
が
狙
い
。

　

9
月
22
日
の
開
会
式
に
続
き
、
９

月
23
日
に
は
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア

テ
ー
ク
一
階
で
「
結
い
」
を
テ
ー
マ

と
す
る
開
会
イ
ベ
ン
ト
を
開
く
。
そ

の
後
、
順
次
各
事
業
を
実
施
し
、
11

月
14
日
の
表
彰
式
を
経
て
、
来
年
３

月
18
日
の
第
38
回
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

本
選
ま
で
事
業
を
展
開
す
る
。

　

な
お
、
今
回
か
ら
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
部
門
を
加
え
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
ピ
ア
ノ
部
門

と
と
も
に
、
音
楽
分
野
で
の
幅
広
い

人
材
育
成
に
貢
献
で
き
る
環
境
が
整

う
こ
と
に
な
る
。

　

平
成
29
年
度
予
算
（
第
７
面
）
で

は
、
公
益
目
的
事
業
の
収
支
を
マ
イ

ナ
ス
ま
た
は
ゼ
ロ
と
し
な
け
れ
ば
な

　

当
協
会
の
平
成
29
年
度
定
時
総
会
は
、
６
月
３
日
（
土
）
午
後
２
時

40
分
か
ら
、仙
台
市
青
葉
区
五
橋
の
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
る
。

主
な
議
題
は
28
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
。
３
月
17
日
の
理
事
会

で
決
議
さ
れ
た
29
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
は
報
告
事
項
と
な
る
。

　

基
幹
事
業
の
29
年
度
第
54
回
宮
城
県
芸
術
祭
で
は
、
初
の
試
み
と
し

て
全
体
の
統
一
テ
ー
マ
に
「
結ゆ

い
」
を
掲
げ
、
事
業
展
開
を
図
る
。

ら
な
い
と
す
る「
収
支
相
償
の
原
則
」

と
、
公
益
目
的
事
業
比
率
を
事
業
費

全
体
の
50
％
以
上
と
す
る
公
益
法
人

の
財
務
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

　

収
入
面
で
は
、
新
入
会
員
を
90
人

に
見
込
み
、
正
会
員
総
数
を
二
千
百�

三
十
六
人
と
し
て
予
算
を
計
上
。
平

成
28
年
度
に
大
幅
に
増
え
た
賛
助
会

員
か
ら
の
会
費
収
入
の
増
加
と
併
せ

て
、
収
支
の
大
幅
な
改
善
が
図
ら
れ

て
い
る
。

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
部
門

―会場は青葉区の仙台市福祉プラザ―

記
念
講
演「
文
化
人
と
し
て
の
伊
達
政
宗
」

講
師
は
登
米
伊
達
家
当
主
の
宗
弘
氏
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▽
部
長

【
工
芸
部
】
浅
野
治
志

▽
副
部
長

【
工
芸
部
】
樋
田
隆

【
洋
楽
部
】
佐
藤
博
幸

【
舞
踊
部
】
若
柳
梅
京

　

当
協
会
の
謝
金
等
に
つ
い
て
は
、

対
象
事
業
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
そ
の
都
度
常
任
理
事
会
な

ど
で
謝
金
の
額
を
決
め
て
き
た
。
そ

の
た
め
、
従
来
か
ら
部
門
間
、
事
業

間
で
の
謝
金
の
額
の
不
均
衡
が
課
題

と
な
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
に

伴
う
県
の
立
入
検
査
で
「
謝
金
の
支

払
い
に
つ
い
て
、
支
給
額
の
根
拠
が

明
確
で
な
い
こ
と
か
ら
、
講
師
等
謝

金
基
準
を
策
定
す
る
こ
と
」
と
す
る

指
導
を
受
け
た
。
さ
ら
に
昨
年
度
の

会
計
監
査
で
も
監
事
か
ら
同
様
の
指

摘
を
受
け
、
平
成
29
年
度
の
予
算
編

　

今
年
度
の
宮
城
県
芸
術
祭
で
は
、

初
め
て
の
試
み
と
し
て
「
結
い
」
と

い
う
統
一
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
目
的
は
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
作

品
展
示
や
発
表
等
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
県
民
向
け
に
話
題
性
を
提
供

し
、
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
な

が
ら
多
く
の
皆
様
の
来
場
を
促
す
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

　

「
結
い
」
に
は
、「
結
ぶ
」「
つ
な

ぎ
合
わ
せ
る
」
な
ど
の
ほ
か
「
互
い

に
力
を
貸
し
合
う
」
と
い
っ
た
相
互

扶
助
や
共
同
作
業
な
ど
の
意
味
合
い

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
多
様
な
解
釈
が
可
能
な
言
葉

こ
そ
が
、
テ
ー
マ
へ
の
選
択
の
理
由

で
あ
り
ま
し
た
。芸
術
の
世
界
で
は
、

芸
術
家
個
々
の
優
れ
た
表
現
力
に
基

づ
く
個
性
豊
か
な
感
性
が
原
点
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
言
葉
の
意
味

を
単
純
に
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、

芸
術
家
が
「
結
い
」
と
い
う
言
葉
を

如
何
に
イ
メ
ー
ジ
し
、
表
現
に
活
か

し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
く

か
、
さ
ら
に
鑑
賞
す
る
側
が
芸
術
家

の
意
図
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
が

重
要
な
の
だ
と
考
え
ま
す
。　

　

た
だ
、「
結
い
」
を
単
に
辞
書
的
に

解
釈
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
作
品
を

鑑
賞
す
る
と
、
と
か
く
作
者
の
意
図

に
反
す
る
方
向
で
評
価
し
て
し
ま
う

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
運
命
」
の
冒
頭
の

四
つ
の
音
は
「
運
命
が
扉
を
叩
く
」

と
い
っ
た
誤
報
を
信
じ
て
聴
く
と
、

そ
の
よ
う
に
聴
こ
え
て
し
ま
う
こ
と

と
同
様
で
す
。
こ
の
こ
と
は
決
し
て

悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人

間
の
感
性
は
多
種
多
様
で
あ
っ
て

し
か
る
べ
き
で
、
こ
う
と
決
め
付

け
る
べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
結
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
発
信

す
る
無
限
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
会
員

の
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
う
受
け
止

め
、
ど
う
表
現
す
る
か
の
成
果
が
、

県
民
へ
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信

へ
と
繋
が
り
、
ひ
い
て
は
今
回
の
芸

術
祭
の
真
価
と
な
り
う
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

成
ま
で
に
講
師
等
謝
金
基
準
を
策
定

し
、
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
末
に

公
益
法
人
協
会
の
モ
デ
ル
規
程
な
ど

を
参
考
に
、
当
協
会
の
現
状
も
踏
ま

え
な
が
ら
「
公
益
社
団
法
人
宮
城
県

芸
術
協
会
謝
金
等
に
関
す
る
規
程
」

を
策
定
。
12
月
2
日
の
第
2
回
部
長

会
議
で
の
説
明
を
経
て
、
平
成
28
年

度
第
4
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
。

　

こ
の
規
程
は
、
部
門
や
事
業
に
よ

る
不
均
衡
是
正
を
目
的
に
、
従
来
の

謝
金
額
を
整
理
し
て
支
給
基
準
を
明

確
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

内
容
は
別
表
の
と
お
り
で
、
外
部

講
師
謝
金
の
上
限
が
５
万
円
と
さ
れ

た
以
外
に
大
き
な
変
更
は
な
い
。

　

こ
の
規
程
に
も
と
づ
い
て
編
成
さ

れ
た
平
成
29
年
度
予
算
は
、
3
月
17

日
の
第
5
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、

4
月
1
日
か
ら
執
行
さ
れ
て
い
る
。

【
工
芸
部
】
浅
井
裕
子
、
市
岡
泰

【
書
道
部
】
石
上
千
曄

【
洋
楽
部
】
植
木
由
利
子
、
渡
邊
美
穂

【
文
芸
部
】
石
母
田
星
人
、
佐
々
木

洋
一
、
佐
藤
明
、
篠
沢
亜
月

【
茶
道
部
】
畠
山
宗
照

新
賛
助
会
員

（
団
体
）

◇�

株
式
会
社
ヤ
マ
ハ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

リ
テ
イ
リ
ン
グ
仙
台
店

店
長　

竹
中　

徹
信　

様

（
個
人
）

◇
髙
橋　

正
衛　

様

◇
青
木　

正　

様

私
た
ち
は
芸
術
協
会
を

応
援
し
ま
す

「
謝
金
等
に
関
す
る
規
程
」４
月
か
ら
執
行

事
業
間
の
不
均
衡
を
是
正

別表　謝金の支払基準（上限）額

区　分 対象者 支払基準額 対象事業例

（1）記念講演謝金
会　員 30,000 円／回

総会講師等
外　部 50,000 円／回

（2）講師等謝金
会　員 10,000 円／回

講演会、研修会、講
座、セミナー、ギャ
ラリートーク、派遣
事業などの講師等

外　部 50,000 円／回 書道部研修会講師等

（3）‌�音楽会などへ
の出演、音楽
コンクール課
題曲などの作
曲等謝金

会　員 10,000 円／回
音楽会、ガラコン
サート等

外　部 30,000 円／回

（4）‌�コンクールな
どの審査員等
謝金

会　員 10,000 円／回
音楽コンクール等

外　部 50,000 円／回

（5）‌�機関紙執筆編
集等謝金 会　員 10,000 円／回 はなやま

（6）‌�専門的事項協
力謝金

会員・
外部 10,000 円／回

展示等指導、会議へ
の生け花展示、呈茶
等の専門的事項の依
頼

（7）‌�その他理事長
が必要と認め
た謝金

（1）～（6）のうち、最も類似した種類の謝
金等の基準額の範囲内で理事長が定める。

第
54
回
宮
城
県
芸
術
祭
統
一
テ
ー
マ

「
結ゆ

い
」
に
つ
い
て

執行理事
渡部勝彦

◇
新
部
長
・
副
部
長

◇
新
運
営
委
員
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平 成 2 9 年 度 新 入 正 会 員 名 簿
部　　門 氏　　　名 （本　名） 住　　所 部　　門 氏　　　名 （本　名） 住　　所

【絵画部】 上　野　彰　子 仙台市泉区
〈日本画〉 板　橋　千　穂　 仙台市宮城野区 大　築　　　萌　 仙台市泉区
〈日本画〉 伊　藤　和　子　 塩釜市 齋　藤　寿　子　 仙台市太白区
〈日本画〉 小野寺　　　康　 仙台市青葉区 櫻　田　朗　歩　 仙台市若林区
〈日本画〉 髙　橋　悠　華　 仙台市若林区 柴生田　桂　子　 仙台市青葉区
〈日本画〉 宮　武　眞　澄　 岩沼市 藤　本　淳　子 仙台太白区
〈日本画〉 山　口　裕　子　 山形県山形市 最　上　陽　子　 仙台市青葉区
〈洋画〉 阿　達　洋　史　 仙台市泉区 門　傳　　　恵　 仙台市泉区
〈洋画〉 石　川　かおり（香） 仙台市青葉区 【邦楽部】 　　
〈洋画〉 梅　津　惠　子　 仙台市若林区 〈三曲〉 鹿　又　淑　恵　 仙台市太白区
〈洋画〉 遠　藤　文　子　 仙台市青葉区 〈三曲〉 菊　治　良　子（尾形良子） 仙台市太白区
〈洋画〉 小　川　智　子　 仙台市青葉区 〈三曲〉 菊　地　康　子　 仙台市泉区
〈洋画〉 加　藤　　　元　 登米市 〈三曲〉 呑　山　佳　子（佐々木桂子） 仙台市青葉区
〈洋画〉 菊　地　英　子　 岩沼市 〈三曲〉 増　岡　陽　子（佐々木陽子） 仙台市若林区
〈洋画〉 後　藤　和　紀　 仙台市宮城野区 〈三曲〉 山　田　一　邦（邦子） 仙台市泉区
〈洋画〉 後　藤　隆　夫　 仙台市太白区 〈三曲〉 渡　辺　悦　子（岩渕悦子） 仙台市太白区
〈洋画〉 後　藤　美知子　 加美郡加美町 【文芸部】 　　
〈洋画〉 佐　藤　和　達　 仙台市泉区 〈短歌〉 中　山　くに子　 石巻市
〈洋画〉 佐　藤　京　子　 多賀城市 〈俳句〉 佐　藤　真智子　 仙台市泉区
〈洋画〉 菅　原　泰　子　 仙台市青葉区 〈俳句〉 中　村　　　春（仲村美佐子） 仙台市青葉区
〈洋画〉 土　井　弥　生　 塩釜市 〈俳句〉 二本栁　力　彌　 大崎市
〈洋画〉 畠　山　明　弘　 登米市 〈俳句〉 針　金　聖　子　 名取市
〈洋画〉 秀　島　美代子　 仙台市宮城野区 〈俳句〉 平　山　北　舟（隆） 仙台市泉区
〈洋画〉 廣　岡　さだ子　 角田市 〈川柳〉 粕　谷　ゆきみ（幸美） 仙台市太白区
〈洋画〉 船　水　良　子　 仙台市青葉区 【舞踊部】 　　
〈洋画〉 堀　野　京　子　 仙台市泉区 〈日舞〉 花　柳　寿美衡（西浜圭） 仙台市太白区
〈洋画〉 矢　野　奈津子　 仙台市青葉区 〈日舞〉 藤　間　勘そめ（早山洋子） 仙台市青葉区
〈洋画〉 渡　邉　昭　砆　 仙台市若林区 〈日舞〉 藤　間　京　緑（神羽みち子） 石巻市
〈洋画〉 渡　邉　せつ子　 仙台市泉区 〈日舞〉 藤　間　寿和枝（小埜寺純子） 仙台市青葉区
〈洋画〉 渡　辺　　　均　 仙台市太白区 〈日舞〉 水　木　歌　泰（眞壁恭子） 宮城郡利府町

【彫刻部】 　　 【茶道部】 　　
佐々木　莉　央　 仙台市若林区 〈裏千家〉 門　岡　宗　真（真理） 仙台市泉区
花　屋　希　史　 仙台市若林区 〈裏千家〉 小　池　宗　杏（杏子）　 仙台市泉区

【書道部】 　　 〈裏千家〉 香曽我部　宗武（武子）　 仙台市太白区
荒　川　空　華（朋子） 石巻市 〈裏千家〉 佐　藤　宗　春（千春）　 仙台市泉区
菅　野　未　麗（みどり） 仙台市太白区 〈裏千家〉 清　水　宗　智（智恵子）　 仙台市宮城野区
菊　地　孝　夫　 仙台市青葉区 〈裏千家〉 千　葉　宗　春（はる江）　 仙台市太白区
櫻　田　さよ子　 仙台市泉区 〈裏千家〉 細　谷　宗　多（多恵子）　 仙台市青葉区
佐　藤　華　炎（淳子） 仙台市青葉区 〈裏千家〉 武　者　宗　洋（洋子）　 亘理郡亘理町
佐　藤　孝　燁（孝子） 柴田郡大河原町 〈宗　流〉 バルバラウ　宗由（由紀）　 仙台市太白区
早　坂　孝　惠　 仙台市泉区 〈織田流煎茶道〉 相　澤　南　佳（佳加）　 仙台市青葉区
三　澤　郁　翠（郁子） 柴田郡大河原町 〈織田流煎茶道〉 狩　野　南　勢（勢津子）　 栗原市
渡　辺　桃　苑（なな代） 大崎市 〈武者小路千家〉 鈴　木　守　榮（榮子）　 仙台市宮城野区

【華道部】 　　 〈武者小路千家〉 髙　橋　守　信（のぶ子）　 栗原市
〈草月流〉 三　浦　恵　村（恵美） 気仙沼市 【写真部】 　　

【洋楽部】 　　 小　野　　　晋　 仙台市宮城野区
浅　野　裕里香　 名取市 佐　藤　　　公　 仙台市泉区
荒　井　正　昭　 黒川郡大和町 志　田　伸　一　 仙台市宮城野区
石　田　惠　子　 仙台市若林区 丹　治　郁　夫　 富谷市
井　上　典　子　 仙台市青葉区 平　間　　　操 柴田郡柴田町
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今
年
の
絵
画
部
ス
ケ
ッ
チ
研
修
会

は
、山
形
県
の
酒
田
市
と
鳥
海
山
麓
。

古
く
は
北
前
船
が
行
き
交
い
、
東
北

随
一
の
商
業
都
市
と
し
て
栄
え
た
酒

田
市
内
で
、
米
ど
こ
ろ
庄
内
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
山
居
倉
庫
や
、

北
に
鳥
海
山
、
南
に
月
山
・
日
本
海

を
望
む
絶
景
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
鳥

海
山
麓
で
、
ス
ケ
ッ
チ
を
楽
し
む
。

　

絵
画
部
員
以
外
の
参
加
も
受
け
付

け
る
。希
望
者
は
芸
協
事
務
局
ま
で
。

【
期
日
】5
月
20
日（
土
）～
21
日（
日
）

　

今
年
の
研
修
旅
行
は
、
国
内
で
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
、
11
月
７
日

（
火
）
～
９
日
（
木
）
に
金
沢
方
面

に
行
く
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

　

研
修
旅
行
は
当
初
国
内
で
行
っ
て

い
た
が
、
平
成
５
年
以
降
は
海
外
を

研
修
地
と
し
て
企
画
し
て
き
た
。
と

こ
ろ
が
、
国
際
的
な
治
安
の
悪
化
か

ら
、
近
年
は
慎
重
に
研
修
地
を
決
め

る
必
要
に
迫
ら
れ
、
最
近
は
特
に
顕

著
に
な
っ
て
き
た
。

　

今
年
の
韓
国
芸
術
文
化
団
体
総
連

合
会
大
邱
広
域
市
連
合
会
と
の
交
流

事
業
は
、
9
月
5
日
（
火
）
に
大
邱

で「
伝
統
芸
術
を
中
心
と
す
る
交
流
」

を
テ
ー
マ
に
、
両
団
体
に
よ
る
舞
台

公
演
と
し
て
行
わ
れ
る
。

　
当
協
会
側
は
、
邦
楽
部
と
舞
踊
部
の

会
員
に
よ
る
三
曲
と
日
本
舞
踊
の
公

演
、
大
邱
側
は
、
韓
国
の
伝
統
音
楽
で

あ
る
国
楽
を
中
心
と
す
る
公
演
と
な

る
予
定
。
大

場
尚
文
理
事

長
を
団
長
と

す
る
訪
問
団

15
人
が
、
9

月
4
日
か
ら

8
日
ま
で
訪

韓
す
る
。

　

こ
の
事
業

は
、
当
協
会

と
大
邱
芸
総

が
芸
術
交
流

に
よ
り
相
互
の
芸
術
活
動
の
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
7
年

か
ら
実
施
し
、
多
く
の
成
果
を
挙
げ

て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
20
年
以
上
に

及
ぶ
交
流
事
業
で
、
所
期
の
目
的
が

概
ね
達
成
で
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

昨
年
度
の
第
1
回
理
事
会
で
、
今
年

度
の
大
邱
、
来
年
度
仙
台
で
行
う
交

流
事
業
を
最
後
に
終
了
と
す
る
こ
と

が
決
定
し
て
い
る
。

　

今
年
の
文
学
散
歩
は
、10
月
４
日
（
水
）・５
日
（
木
）

の
２
日
間
に
わ
た
り
、
８
年
ぶ
り
に
岩
手
県
を
巡
る
。

　

『
人
と
碑
と
寺
院
を
ゆ
っ
た
り
深
く
』
を
テ
ー
マ
と

し
、
主
な
見
学
先
は
以
下
の
と
お
り
。

　

〈
１
日
目
〉
北
上
市
「
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
」、

山
口
青
邨
宅
、「
サ
ト
ー
ハ
チ
ロ
ー
記
念
館
」、
花
巻
市

「
宮
沢
賢
治
記
念
館
」「
宮
沢
賢
治
童
話
村
」「
高
村
光

太
郎
記
念
館
」。〈
２
日
目
〉
盛
岡
市
に
あ
る
鶴
彬
（
反

戦
川
柳
作
家
、
現
地
川
柳
人
の
解
説
付
き
）
の
墓
と
句

碑
、「
先
人
記
念
館
」、奥
州
市
の
正
法
寺
、黒
石
寺
な
ど
。

　

す
で
に
訪
ね
た
人
も
多
い
と
思
う
が
、
再
び
訪
問
す

る
こ
と
で
、さ
ら
に
新
し
い
発
見
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

宿
泊
は
花
巻
市
志
戸
平
ホ
テ
ル
。
参
加
費

２
９
，０
０
０
円
。
募
集
人
数
40
人
。

　

詳
し
い
案
内
等
は
次
回
の
「
は
な
や
ま
２
１
３
号
」

に
掲
載
予
定
だ
が
、
会
員
以
外
の
友
人
、
知
人
を
誘
い

合
わ
せ
て
い
た
だ
き
、多
数
の
参
加
を
期
待
し
て
い
る
。

絵
画
部
ス
ケ
ッ
チ
研
修
会
は
５
月
20
日
・
21
日

港
町
酒
田
と
残
雪
の
鳥
海
山
麓
へ

研
修
旅
行
今
年
は
国
内

11
月
７
日
～
９
日
に
金
沢
方
面
へ　

【
日
程
】
▽
5
月
20
日
（
土
）
8
時

45
分
仙
台
駅
東
口
集
合
。
酒
田
市
・

山
居
倉
庫
や
日
和
山
で
ス
ケ
ッ
チ
。

▽
5
月
21
日
（
日
）
ホ
テ
ル
か
ら
移

動
。
鳥
海
山
荘
周
辺
で
ス
ケ
ッ
チ
。

18
時
30
分
頃
仙
台
東
口
解
散
。

【
宿
泊
地
】
湯
野
浜
温
泉
・
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
華
夕
美
日
本
海

【
参
加
費
】
２
６
，
０
０
０
円

【
募
集
人
数
】
40
人
（
定
員
に
な
り

次
第
受
付
終
了
）

【
応
募
締
切
】
5
月
15
日
（
月
）

　

こ
う
し
た
状
況
を
勘
案
し
、
今
年

は
久
々
に
国
内
に
目
を
向
け
、
北
陸

新
幹
線
の
開
業
以
来
、
観
光
客
が
増

え
続
け
て
い
る
加
賀
百
万
石
の
城
下

町
・
金
沢
を
訪
ね
る
。

　

詳
し
く
は
次
回
の
「
は
な
や
ま

２
１
３
号
」
に
掲
載
し
、
案
内
チ
ラ

シ
も
同
封
の
予
定
。
２
泊
３
日
の
手

軽
に
行
け
る
会
員
交
流
の
旅
と
し
て

企
画
し
た
の
で
、
多
く
の
参
加
を
期

待
し
た
い
。

文学散歩は北上・盛岡方面
～５月 20 日・21 日実施～

大邱との交流事業
邦楽と舞踊で交流

９月４日～８日訪韓

　

当
協
会
と
河
北
新
報
社
が
主
催
し
、
平
成
8
年
の
ス

タ
ー
ト
か
ら
今
年
で
21
回
目
と
な
る
杜
の
都
大
茶
会

は
、
5
月
27
日
（
土
）
と
28
日
（
日
）
の
両
日
、
仙
台

市
青
葉
区
の
勾
当
台
公
園
で
開
催
さ
れ
る
。

　

今
年
も
当
協
会
の
13
流
派
が
新
緑
の
も
と
野
だ
て
で

お
点
前
を
披
露
し
、市
民
を
も
て
な
す
。昨
年
好
評
だ
っ

た
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
今
年
も
設
け
ら
れ
る
。

　

茶
席
券
は
、
前
売
り
が
２
席
券
１
，２
０
０
円
、
当

日
は
１
席
券
７
０
０
円
、２
席
券
１
，４
０
０
円
と
な
る
。

　

流
派
ご
と
の
日
程
は
次
の
と
お
り
（
雨
天
催
行
）。

◇
5
月
27
日
（
土
）
＝
表
千
家
、
煎
茶
道
三
彩
流
、
大

日
本
茶
道
学
会
、
江
戸
千
家
、
玉
川
遠
州
流
、
煎
茶
道

清
泉
幽
茗
流
、
武
者
小
路
千
家

◇
5
月
28
日
（
日
）
＝
裏
千
家
、
石
州
清
水
流
、
煎
茶
文

雅
静
庵
流
、
織
田
流
煎
茶
道
、
宗　

流
、
遠
州
流
茶
道

第21回杜の都大茶会
5 月 27 日・28 日勾当台公園で
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多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
聴
衆
を
魅
了

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
in
た
い
わ

　

当
協
会
と
カ
メ
イ
美
術
館
の
共
催

に
よ
る
絵
画
展
「
宮
城
県
芸
術
協
会

絵
画
部
門
現
運
営
委
員
等
の
『
現
在

と
過
去
』
第
Ⅰ
期
」
が
、
1
月
31
日

か
ら
3
月
12
日
ま
で
青
葉
区
の
カ
メ

イ
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
か
ら
新
た
な
企
画
と
し
て
始

ま
っ
た
本
展
は
、
絵
画
部
に
在
籍
す

る
役
員
等
が
近
作
と
過
去
の
作
品
各

２
点
ず
つ
を
出
品
し
て
展
示
。
3
年

に
わ
た
る
開
催
の
今
回
は
第
Ⅰ
期
と

し
て
、29
名
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。

　

会
期
内
の
2
月
18
日
に
は
「
作
家

に
よ
る
作
品
解
説
」
が
開
催
さ
れ
、

各
出
品
作
家
に
よ
る
作
品
へ
の
想
い

や
制
作
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

披
露
さ
れ
、
作
家
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味

深
い
話
が
好
評
を
博
し
た
。

　

ま
た
、
3
月
4
日
に
は
当
協
会
洋

楽
部
会
員
の
櫻
井
希
（
フ
ル
ー
ト
）・

小
田
島
航
太
（
サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
）・
門

脇
麻
美
（
ピ
ア
ノ
）
の
3
氏
の
出
演

に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
。
会
場
は
来
場
者
で
埋
め
尽
く

さ
れ
、
盛
況
を
呈
し
た
。
洋
楽
部
の

協
力
に
よ
り
平
成
25
年
か
ら
始
ま
っ

た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
毎

　

芸
術
祭
事
業
の
一
環
で
あ
る
第
37

回
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
２
月
11

日
に
予
選
、
３
月
19
日
に
本
選
が
日

立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台
（
青
年

文
化
セ
ン
タ
ー
）
で
行
わ
れ
た
。

　

前
回
か
ら
初
級
、
中
級
、
上
級
が

そ
れ
ぞ
れ
Ａ
・
Ｂ
の
ク
ラ
ス
に
細
分

化
さ
れ
、
参
加
対
象
も
高
校
生
ま
で

拡
大
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
予

選
１
１
６
人
、
本
選
49
人
と
多
く
の

参
加
者
で
、
盛
大
な
コ
ン
ク
ー
ル
と

な
っ
た
。
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

【
初
級
Ａ
】
最
優
秀
賞
・
土
屋
寧
音
、

優
秀
賞
・
三
條
朝
弾
、
橋
本
和
佳
、

奨
励
賞
・
後
藤
愛
里
咲

【
初
級
Ｂ
】
最
優
秀
賞
・
若
山
茜
、

優
秀
賞
・
髙
橋
都
羽
、
菱
沼
胡
宏
、

岩
田
明
輝
、
作
曲
者
賞
・
根
本
心
李

【
中
級
Ａ
】
最
優
秀
賞
＝
仙
台
市
長

賞
・
田
中
香
寿
樹
、
優
秀
賞
＝
河
北

新
報
社
賞
・
上
松
咲
愛
、
奨
励
賞
＝

カ
メ
イ
美
術
館
と
の
共
催
絵
画
展

　
現
運
営
委
員
等
の
「
現
在
と
過
去
」
好
評

回
出
演
者
の
様
々
な
趣
向
が
楽
し
め

る
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
、
多
く
の
来

場
者
が
訪
れ
る
会
期
内
の
恒
例
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

　

会
期
内
の
来
場
者
は
１
，
３
６
９

名
と
な
っ
た
。
来
年
も
同
時
期
に
第

Ⅱ
期
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

宮
城
県
文
化
振
興
財
団
賞
・
小
野
寺

優
花
、
奨
励
賞
・
松
川
佳
機

【
中
級
Ｂ
】
最
優
秀
賞
＝
仙
台
市
教

育
委
員
会
教
育
長
賞
・
梶
井
か
り
ん
、

優
秀
賞
・
及
川
華
奈
、
奨
励
賞
・
長

沼
楓
、
作
曲
者
賞
・
梶
井
か
り
ん
、

秋
山
泰
輝

【
上
級
Ａ
】
最
優
秀
賞
＝
宮
城
県
知

事
賞
・
岡
田
悠
聖
、
優
秀
賞
＝
宮
城

県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
・
狩
野
匠

登
、
作
曲
者
賞
・
岡
田
悠
聖

【
上
級
Ｂ
】
最
優
秀
賞
＝
宮
城
県
芸

術
協
会
賞
・
鮫
澤
菜
々
美
、
優
秀
賞
・

佐
藤
優
吾
、
奨
励
賞
・
草
野
ひ
よ
り

　

受
賞
者
の
う
ち
審
査
員
か
ら
推
薦

さ
れ
た
10
人
は
副
賞
と
し
て
、
９
月

17
日
（
日
）
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー

ル
仙
台
で
開
か
れ
る
「
第
37
回
宮
城

県
芸
術
協
会
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
受

賞
者
に
よ
る
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
」
に

出
場
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

当
協
会
、
公
益
財
団
法
人
宮
城
県

文
化
振
興
財
団
、
大
和
町
な
ど
六
団

体
共
催
の
「
み
や
ぎ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
in
た
い
わ
」
が

2
月
19
日
、
大
和
町
の
ま
ほ
ろ
ば

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

～
大
地
の
響
き
」「
第
一
部
～
と
ど

け
ま
ほ
ろ
ば
の
空
に
」「
第
二
部
～

ふ
れ
あ
い
の
フ
ェ
ス
タ
」「
第
三
部

～
絆
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」「
第
四
部
～

ま
ほ
ろ
ば
賛
歌
」
の
構
成
。

　

勇
壮
な
七
ツ
森
太
鼓
で
始
ま
り
、

第
一
部
と
第
二
部
は
地
元
中
学
校
吹

奏
楽
部
、
合
唱
団
、
筝
曲
愛
好
会
、

民
謡
・
舞
踊
団
体
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
愛

好
会
、
オ
カ
リ
ナ
サ
ー
ク
ル
を
中
心

と
し
た
演
奏
、
第
三
部
は
芸
協
会
員

に
よ
る
演
奏
、
第
四
部
は
地
元
合

唱
団
と
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
合
同
演
奏
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
、
地
元
の
音
楽
団
体
と
芸
協
会

員
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
演

奏
が
聴
衆
を
魅
了
し
た
。
来
場
者
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
い
ろ
ん

な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
が
一
度
に
聴
け

て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」「
普
段
聴

け
な
い
プ
ロ
の
音
楽
に
触
れ
ら
れ
感

動
し
た
」「
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
聴

き
た
い
」
な
ど
、
賞
賛
の
感
想
が
多

数
寄
せ
ら
れ
た
。
入
場
者
は
５
５
１

人
で
あ
っ
た
。

芸
術
祭
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

芸
術
協
会
賞
に
鮫
沢
菜
々
美
さ
ん

絵画展の会場で演奏する洋楽部会員

演奏者と聴衆が一体となったフィナーレ
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平 成 29 年 度 事 業 計 画
（１）宮城県芸術祭の開催【公益目的事業１】
　本協会を中心とし、宮城県、仙台市、河北新報社、宮城県教育委員会、仙台市教育委員会、公益財団法人宮城県文化振
興財団の七団体共催により、本年で第54回目となる宮城県芸術祭を開催する。開催期間は、9月17日（日）の受賞者によ
るガラコンサートを事業の開始とし、9月22日（金）の開会式（会場：せんだいメディアテーク）と、本年度より新たに
その年の芸術祭のテーマを各部合同の舞台演目にして表現する開会行事として、平成29年度は「結い」をテーマに9月23
日（土）にオープニング・イベント（会場：せんだいメディアテーク）を開催。11月14日（火）の表彰式（会場：ホテル
メトロポリタン仙台）までの期間を経て、第38回目の開催となる音楽コンクール本選3月18日（日）で全事業終了となる。
各事業の詳細は次のとおり。

事業種別 事　業　名 期　　　日 会　　　場

展 示 関 係 事 業

華 道 展 ９月22日（金）～９月27日（水） せんだいメディアテーク5F
書 道 展 ９月22日（金）～９月27日（水） せんだいメディアテーク5F・6F
工 芸 展 ９月29日（金）～ 10月４日（水） せんだいメディアテーク5F
写 真 展 ９月29日（金）～ 10月４日（水） せんだいメディアテーク5F
彫 刻 展 ９月29日（金）～ 10月４日（水） せんだいメディアテーク6F
絵 画 展 10月６日（金）～ 10月11日（水） せんだいメディアテーク5F・6F

演 奏 関 係 事 業 長 唄 演 奏 会 10月15日（日） 仙台市民会館
音 楽 会 10月31日（火） 日立システムズホール仙台

文 芸 関 係 事 業
文 学 散 歩 10月４日（水）～ 10月５日（木） 岩手県北上・盛岡方面
「 宮 城 県 文 芸 年 鑑 」 発 行 10月15日（日） 800部発行
文 芸 祭 10月21日（土） 東京エレクトロンホール宮城

茶 会 茶 会 10月８日（日）・15日（日）・22日（日） 輪王寺

人 材 育 成 事 業

写 真 公 募 展 ９月29日（金）～ 10月４日（水） せんだいメディアテーク5F
絵 画 展（ 公 募 の 部 ） ９月29日（金）～ 10月４日（水） せんだいメディアテーク6F
彫 刻 公 募 展 ９月29日（金）～ 10月４日（水） せんだいメディアテーク6F
受賞者によるガラコンサート ９月17日（日） 日立システムズホール仙台
第38回 音 楽 コ ン ク ー ル
【ピアノ部門・ヴァイオリン部門】

予選：２月18日（日）
日立システムズホール仙台本選：３月18日（日）

写 真 セ ミ ナ ー 未定 未定
※展示関係事業：各展会期中にはギャラリートークや作品解説、体験教室などを実施する。
※�人材育成事業：ピアノコンクールのみで実施してきた音楽コンクールを、本年度より部門別としてピアノ部門とヴァイ
オリン部門の2部門による音楽コンクールとして実施する。
※�巡回展事業：宮城県教育委員会を通じて県内市町村からの開催要望がなかったことから平成29年度については見合わせる。
※芸術祭参加行事：例年と同様に第61回仙台三曲協会定期演奏会、第48回洋舞公演を芸術祭参加行事とする。

（２）芸術文化の振興に関する展覧会、講演会、研究会、発表会などの主催又は後援【公益目的事業2】
　多くの県民に本協会の会員による芸術作品や音楽会などを鑑賞する機会の提供及び、芸術文化に関する人材の育成と各
分野の幅広い裾野拡大と普及啓発を図ることを目的とし、各事業を次のとおり実施する。

事業種別 事　業　名 期　　　日 会　　　場

鑑賞機会提供事業

第54回 宮 城 県 芸 術 祭
絵 画 展 受 賞 者 作 品 展 12月15日（金）～ 21日（木） 東京エレクトロンホール宮城

（ カ メ イ 美 術 館 共 催 ）�
第 ９ 回 絵 画 作 品 展 ２月初旬～３月中旬 カメイ美術館

みやぎミュージックフェスタ 未定 未定
伝統文化体験事業 第21回 杜 の 都 大 茶 会 ５月27日（土）・28日（日） 勾当台公園

人 材 育 成 事 業

県 民 と の 美 術 交 流・
ギ ャ ラ リ ー ト ー ク 10月７日（土） せんだいメディアテーク

書 道 部 に よ る 県 内 小 中
学 校 へ の 講 師 派 遣 事 業 通年 県内小中学校

後 援 事 業 「河北美術展」・「河北書道展」・「河北工芸展」等に賞状及び賞金を提供するなど、本協会に申請のあった作品展
や演奏会に対し、後援名義の承認、必要に応じた賞状や賞品等を提供する。（平成28年度承認実績：90件）

（３）国内及び国外との芸術文化の交流【公益目的事業3】
　国内外の芸術総合文化団体との相互交流を図ることを目的とし、交流協議及び事業を次のとおり実施する。

事業種別 事　業　名 期　　　日 会　　　場
東北・北海道芸術文化�
団体協議会交流事業

東 北・ 北 海 道 交 流 事 業�
文 化 講 演 会 ６月６日（火） ラ・プラス青い森

仙台・大邱国際
芸 術 交 流 事 業

（ 日・ 韓 国 際 交 流 ）�
仙 台・ 大 邱 交 流 演 奏 会 ９月５日（火） 大邱文化芸術会館

※東北・北海道芸術文化団体協議会交流事業：本年度担当幹事地区は青森県。
※�仙台・大邱国際芸術交流事業：本年度は邦楽部（三曲）と舞踊部（日舞）が中心となって訪問団を結成し、大邱におい
て舞台公演を実施する。
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（４）会員の資質向上のための研修会等の実施及び調査研究並びに出版物の刊行など【他事業】
　本協会会員や多くの県民に参加の機会を提供する各研修事業と、協会の活動状況等の発信及び会員同士の情報交換を
図るための発行物の刊行を次のとおり実施する。

事業種別 事　業　名 期　　　日 会　　　場　　等

会 員 研 修

講演会（講師：伊達 宗弘 氏） ６月３ 日（土） 仙台市福祉プラザ
絵 画 部 ス ケ ッ チ 研 修 会 ５月20日（土）・21日（日） 山形県酒田・鶴岡方面
書 道 部 研 修 会 ９月24日（日） せんだいメディアテーク
第 4 4 回 研 修 旅 行 11月７日（火）～９日（木） 石川県金沢方面

発 行 機関紙「はなやま」発行 年４回発行（５・７・11・１月）

平成29年度正味財産増減予算書
（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

科目
公益目的事業会計

収益事業等会計 法人会計 合計
公１ 公２ 公３ 共通 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部  
１．経常増減の部
（１）経常収益

基本財産運用益 0 0 0 2,000 2,000 0 0 2,000

受取入会金 0 0 0 900,000 900,000 0 900,000 1,800,000

受取会費 0 0 0 12,660,000 12,660,000 2,786,547 7,893,453 23,340,000

事業収益 7,692,000 116,000 720,000 0 8,528,000 3,472,000 0 12,000,000

受取補助金等 200,000 0 250,000 0 450,000 0 0 450,000

受取負担金 12,900,000 0 0 0 12,900,000 0 0 12,900,000

受取寄付金 125,000 0 0 0 125,000 0 0 125,000

雑収益 210,000 0 0 0 210,000 0 3,000 213,000

経常収益計 21,127,000 116,000 970,000 13,562,000 35,775,000 6,258,547 8,796,453 50,830,000

（２）経常費用

事業費 29,548,991 2,872,462 3,490,000 0 35,911,453 6,258,547 0 42,170,000

管理費 0 0 0 0 0 0 7,844,000 7,844,000

経常費用計 29,548,991 2,872,462 3,490,000 0 35,911,453 6,258,547 7,844,000 50,014,000

当期経常増減額 △8,421,991 △2,756,462 △2,520,000 13,562,000 △136,453 0 952,453 816,000

２．経常外増減の部   
（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替額 8,421,991 2,756,462 2,520,000 △12,746,000 952,453 0 △952,453 0

当期一般正味財産増減額 0 0 0 816,000 816,000 0 0 816,000

一般正味財産期首残高 0 0 0 43,971,633 43,971,633 0 0 43,971,633

一般正味財産期末残高 0 0 0 44,787,633 44,787,633 0 0 44,787,633

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0

一般指定財産への振替額 △30,000 0 0 0 △30,000 0 0 △30,000

当期指定正味財産増減額 △30,000 0 0 0 △30,000 0 0 △30,000

指定正味財産期首残高 160,000 0 0 0 160,000 0 0 160,000

指定正味財産期末残高 130,000 0 0 0 130,000 0 0 130,000

Ⅲ　正味財産期末残高 130,000 0 0 44,787,633 44,917,633 0 0 44,917,633

公益目的事業会計事業費（A）〔全体〕経常費用計（B） 公益目的事業比率（A/B）
35,911,453 50,014,000 72％
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プ
ロ
野
球
が
開
幕
し
、
桜
の
開
花

も
順
調
な
爛
漫
の
春
に
逆
ら
う
よ
う

に
、世
界
情
勢
が
急
に
き
な
臭
く
な
っ

た
。
シ
リ
ア
の
内
戦
で
政
権
側
が
化

学
兵
器
を
使
用
し
た
と
し
て
、
米
国

が
シ
リ
ア
軍
を
攻
撃
。
米
軍
は
さ
ら

に
北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発

射
実
験
を
と
が
め
、
原
子
力
空
母
を

中
心
と
す
る
「
空
母
打
撃
群
」
を
朝

鮮
半
島
に
送
っ
た
▼
こ
の
ま
ま
戦
火

が
勃
発
す
る
と
は
思
え
な
か
っ
た
が
、

ほ
ん
の
さ
さ
い
な
き
っ
か
け
で
戦
争

状
態
に
陥
っ
た
無
数
の
例
は
、
歴
史

が
証
明
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
ト

ラ
ン
プ
さ
ん
の
予
測
不
能
な
行
動
も

考
慮
す
る
と
、
桜
見
物
を
楽
し
ん
で

い
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
思

い
に
も
か
ら
れ
た
▼
足
元
で
は
、
仙

台
市
の
奥
山
恵
美
子
市
長
が
「
三
選

に
は
出
馬
せ
ず
」
の
ニ
ュ
ー
ス
。
高

齢
の
母
親
の
世
話
な
ど
が
理
由
に
挙

げ
ら
れ
た
が
、
三
選
を
目
指
す
の
は

確
実
、
と
見
ら
れ
て
い
た
だ
け
に
、

７
月
23
日
の
投
票
日
へ
向
け
て
、
各

党
・
勢
力
は
戦
術
の
練
り
直
し
を
迫

ら
れ
た
▼
芸
術
・
文
化
か
ら
離
れ
た

話
題
は
い
か
が
な
も
の
か
と
も
思
い

つ
つ
、
た
ま
に
は
世
界
情
勢
や
政
治

の
ニ
ュ
ー
ス
も
、
と
い
う
も
く
ろ
み

だ
っ
た
の
だ
が
、
さ
て
…
。�

（
恂
）

☆
第
63
回
全
国
公
募
東
北
書
道
展

5
月
19
日
～
24
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

皖
山
会
・
一
音
舎
35
周
年
日
本
の
楽

器
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

5
月
21
日

登
米
祝
祭
劇
場

☆
第
52
回
生
田
流
箏
曲
演
奏
会

5
月
27
日

戦
災
復
興
記
念
館

☆
第
3
回
二
科
東
北
支
部
連
合
展

6
月
2
日
～
7
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
第
72
回
春
の
院
展

　

▽
入
選
＝
〈
日
本
画
〉
三
浦
長
悦

◇
第
35
回
上
野
の
森
美
術
館
大
賞
展

　

▽
入
選
＝
阿
部
好
江

受
　
贈
　
書
（　

）
は
寄
贈
者

『
し
た
た
る
瞬
間
を
』（
及
川
良
子
）、『
本

郷
浩
写
真
集　

荒
浜
』（
本
郷
浩
）、『
文

豪
の
謎
を
歩
く
―
詩
、
短
歌
、
俳
句
に

即
し
て
』（
牛
島
富
美
二
）、『
句
集　

山
の
陽
』（
伊
澤
二
三
子
）、『
句
集　

雁
の
棹
』（
小
松
温
美
）

謹
　
弔

文
芸
部
（
短
歌
）�

加
藤
登
之
男
殿

2
月
6
日

茶
道
部
（
裏
千
家
）�

後
山
傳
治
殿

2
月
7
日

茶
道
部
（
裏
千
家
）�

熊
谷
宗
成
殿

3
月
19
日

文
芸
部
（
川
柳
）�

山
河
舞
句
殿

3
月
26
日

書
道
部�

猪
又
達
生
殿

3
月
28
日

工
芸
部
（
陶
芸
）�

髙
倉
健
殿

　
　

4
月
4
日

茶
道
部
（
織
田
流
煎
茶
流
）�瀬
川
南
陽
殿

　
　

4
月
18
日

事
務
局
日
誌

会 

務 

報 

告

【
第
3
回
部
長
会
議
】　

1
月
20
日

・
平
成
29
年
度
予
算
に
つ
い
て

・�

次
年
度
か
ら
の
芸
術
祭
の
運
営
に
つ

い
て

【
展
示
部
門
代
表
者
会
議
】　

2
月
3
日

・�

第
54
回
宮
城
県
芸
術
祭
の
主
な
日
程

に
つ
い
て

・�

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
会
場
の

割
り
振
り
に
つ
い
て

・
巡
回
展
に
つ
い
て

【
第
5
回
理
事
会
】　

3
月
17
日

・�

平
成
29
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び

収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

・�

新
入
会
員
（
正
会
員
）
の
承
認
に
つ

い
て

・
賛
助
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

後
　
　
　
援

☆
震
災
七
回
忌
供
養
追
善
聖
心
書
展

3
月
8
日
～
14
日

神
寺
不
動
尊
松
景
院

☆
美
里
工
芸
作
家
グ
ル
ー
プ
展

3
月
25
日
～
4
月
2
日

美
里
町
近
代
文
学
館

☆
第
5
回
子
供
の
邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト

3
月
27
日

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
第
5
回
リ
ア
ン
協
会
絵
画
展

5
月
5
日
～
10
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真
部
第
24

回
宮
城
支
部
写
真
展

5
月
12
日
～
17
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
16
回
「
夢
・
楽
描
き
展
」

5
月
12
日
～
17
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

古
希
記
念
仙
台
音
楽
弦
団
～
凛
と
し

て
～
5
月
16
日

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
第
47
回
宮
城
書
芸
院
書
展

　

５
月
17
日
～
21
日

　

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
緒
絶
の
館

　

宮
城
県
美
術
館
は
、
施
設
・
設
備

の
老
朽
化
へ
の
対
応
と
、
時
代
に
即

し
た
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、
懇

話
会
を
設
け
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
構
想

を
検
討
、
３
月
に
基
本
構
想
を
策
定

し
た
。
懇
話
会
に
は
当
協
会
か
ら
大

場
尚
文
理
事
長
も
参
画
し
た
が
、
県

教
委
か
ら
「
最
終
案
を
ま
と
め
る
に

あ
た
り
、
芸
術
協
会
の
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
意
見
も
聴
取
し
た
い
」
と
の

申
し
入
れ
が
あ
り
、
2
月
24
日
に
当

協
会
で
、絵
画
部
、彫
刻
部
、書
道
部
、

写
真
部
の
各
部
長
・
副
部
長
や
協
会

役
員
と
の
意
見
交
換
会
が
開
か
れ
た
。

　

部
長
や
役
員
か
ら
は
、
資
料
収
集

の
在
り
方
、
観
光
と
の
連
携
、
震
災

復
興
へ
の
貢
献
、
教
育
普
及
へ
の
取

　

東
北
・
北
海
道
芸
術
文
化
団
体
協

議
会
の
機
関
誌
「
北
斗
41
号
」
が
2

月
10
日
付
け
で
発
行
さ
れ
た
。編
集
・

発
行
は
青
森
県
文
化
振
興
会
議
が
担

当
し
た
。　

　

本
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
各
県
・

道
の
こ
れ
ま
で
に
傑
出
し
た
出
来

事
」
で
、
当
協
会
か
ら
は
白
鳥
良
一

事
務
局
長
が
平
成
27
年
の
河
北
文
化

賞
受
賞
に
つ
い
て
執
筆
し
た
。

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
、
そ
の
い
く

つ
か
は
基
本
構
想
に
活
か
さ
れ
た
。

　

県
は
平
成
36
年
度
の
再
オ
ー
プ
ン

を
目
指
し
て
改
修
工
事
を
行
う
。

県
美
術
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
意
見
交
換

　

新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
の

で
、
平
成
29
年
度
会
費
の
納
入

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

自
動
振
替
の
会
員
は
、
今
年

は
5
月
１
日
（
月
）
が
引
き
落

と
し
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
指

定
口
座
を
ご
確
認
願
い
ま
す
。

　

郵
便
振
替
を
ご
利
用
の
会
員

は
、
同
封
の
振
替
用
紙
で
5
月

31
日
（
水
）
ま
で
に
納
入
願
い

ま
す
。

　

な
お
、
現
在
郵
便
振
替
を
ご

利
用
の
方
は
、
事
務
処
理
上
の

都
合
に
よ
り
、
で
き
る
限
り
自

動
振
替
（
手
数
料
は
芸
協
が
負

担
い
た
し
ま
す
）
へ
の
切
り
替

え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
手
続

き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務
局

に
ご
相
談
下
さ
い
。

会費納入のお願い

芸
文
協
「
北
斗
41
号
」
を
発
行


